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研究成果の概要（和文）：本研究は、ワークショップ型授業を実践できる教師の育成方法について明らかにすることを
目的としている。「正解のない課題を参加者が全員で探究する」というワークショップにおける学びの特性を踏まえ、
このプロセスが可視化されやすい芸術家との協働による授業を対象として、ワークショップ型授業を行う教師に求めら
れる力、教育実践の意味づけ、コミュニケーション観について検討した。また、教師を目指す学生及び現職教員を対象
として、ワークショップ型授業の実践力育成プログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：Workshop is regarded as an effective method of enhancing the problem-solving 
ability of students. The aim of this study was to understand the teachers' skills required to organize a 
workshop in cooperation with artists. Qualitative analysis of learning process showed that learners' 
perspective on communication was one of the important factor that should be considered in designing the 
training program.

研究分野： 教育心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 社会的背景 
 ワークショップは、「講義など一方的な知
識伝達のスタイルではなく、参加者が自ら参
加・体験して共同で何かを学びあったり、創
り出したりする学びと創造のスタイル」（中
野、2001）として、1990 年代以降、社会教育、
演劇、美術、まちづくり、企業研修など多様
な分野において急速に広がってきた活動で
ある。 
学校教育では、人権教育、国際理解教育、

メディアリテラシー教育、演劇教育などの領
域を中心にワークショップ型授業が行われ
てきた。2010 年度からは、文部科学省によっ
て、芸術家を学校に派遣してワークショップ
型授業を実施する「児童生徒のコミュニケー
ション能力の育成に資する芸術表現体験事
業」が始まり、ますます関心が高まっている。 
 
(2) ワークショップに関する先行研究 
ワークショップに関する研究は、実践報告

を除けば大きく３種類に分類される。１つめ
は、ワークショップの理念や学習論など、ワ
ークショップの基礎理論に関する研究であ
る。ワークショップの源流がデューイの教育
哲学やレヴィンのグループ・ダイナミクスに
あること、ワークショップの学びが社会構成
主義的な学び（広石、2005）であることが指
摘されている。２つめは、ワークショップの
構造や学習環境デザインの原則を明らかに
する教育工学的研究である。ワークショップ
デザインの道具として「TKF（つくって、か
たって、ふりかえる）」「イタリアンミールモ
デル」「入れ子構造」などの型（茂木、2010）
が提案されている。３つめは、ワークショッ
プの企画や運営を担うワークショップ実践
者（ファシリテーター、ワークショップリー
ダー、ワークショップデザイナーなどと呼ば
れる）に焦点を当てた研究である。ワークシ
ョップ実践者に求められる資質に関する議
論や、熟練者のもつ知識を発話から明らかに
する研究などが行われている。 
学校教育で行われるワークショップに関

する研究は、演劇教育、美術教育、特別支援
教育、大学教育などの領域で実践研究が進め
られている（苅宿・佐藤・高木、2012；佐藤、
2011）。しかし、ワークショップ型授業を行
う「教師」の育成に焦点を当てた研究は、森
ほか（2012）があるもののほとんど行われて
いない。ワークショップにおける学びは、知
識やスキルの習得ではない。また、ファシリ
テーターも知識やスキルを教えることはし
ない。そのため、「学習とは正しい知識やス
キルを習得することだ」という学習観を持っ
ている教師は、「ワークショップに参加して
いる子どもたちは確かに楽しそうだが、何も
学習していないのではないか」という戸惑い
を覚える。ワークショップ型授業での学びを
意味あるものにするためには、教師の側が社
会構成主義的な学習観を受容し、ワークショ

ップにおける学びについて十分に理解する
必要がある。 
 

２．研究の目的 
 21 世紀の学校教育では、知識や技能を身に
つけるだけでなく、それらをツールとして活
用し、協働で正解のない課題を解決すること
ができる力の育成が求められている。ワーク
ショップ型授業は、知識基盤社会に必要とさ
れる資質・能力を育成する有効な教育方法で
あり、ワークショップ型授業の実践力はこれ
からの教師にとって不可欠であると考えら
れる。 
 しかしながら、現状では教師がワークショ
ップ型授業について学ぶ機会はほとんどな
く、学校教育にワークショップを導入する上
で大きな障壁となっている。例えば、伝統芸
能の実演家によるワークショップ型授業（城
間、2011；城間・茂呂、2007； Shiroma & Moro、
2011）では、教師は実践を通してワークショ
ップ型授業の意義や教育方法について学習
しており、実践に関わり始める段階では授業
のイメージがつかめず不安を抱えたり、試行
錯誤したりする姿が見られた。 
 本研究では、「正解のない課題を参加者が
全員で探究する」というワークショップの学
びのプロセスが可視化されやすい芸術家と
の協働による授業を対象として、ワークショ
ップ型授業を行う教師にとって必要な授業
実践力を明らかにするとともに、教員を目指
す学生及び現職教員を対象としたワークシ
ョップ型授業の実践力育成プログラムを開
発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 初等中等教育におけるワークショップ
型授業の実践例の調査 
 総合的な学習や伝統文化の教育として実
施されている、ワークショップの要素を含む
授業実践について、実践報告を収集するほか、
現地での観察調査、関係者へのインタビュー
を行う。 
 
(2) 教員養成教育における体験型プログラ
ムに関する調査 
体験学習を重視した教員養成プログラム

の事例について調査し、プログラム内容や成
果、体験による学生の学びの過程について分
析する。 
 
(3) 教員養成系大学での芸術家との協働に
よるワークショップ型授業における学習過
程の分析 
 教員を目指す学生を対象として、芸術家と
の協働による授業を計画、実施し、振り返り
レポート等の成果物の分析を行う。また、自
身の教育観、学習観、コミュニケーション観、
知識観への気づきを促す振り返りの方法に
ついて検討する。 
 



(4) ワークショップ型授業の実践力育成プ
ログラムの開発 
 教員養成系大学の学部レベルの授業とし
て、ワークショップ型授業における学びにつ
いて理解することを目的としたプログラム
を計画、実施し、プログラム評価を行う。ま
た、現職教員を含む大学院レベルの授業とし
て、ワークショップの学習論と技法について
体験的に学ぶことのできるプログラムを計
画、実施し、プログラム評価を行う。 
 
４．研究成果 
(1) ワークショップ型授業における教師の
実践力 
 初等中等教育におけるワークショップ型
授業の実践例から、ワークショップ型授業を
行う教師の実践力とはどのようなものかを
検討した。ワークショップ型授業を実践する
教師には、「授業」の実践者として、ワーク
ショップの専門家とは異なる役割や能力が
求められる。特に、授業やカリキュラムを構
想する力、地域や外部の専門家などと連携す
る力が重要である。また、実践を継続・発展
させていく上で、教員個人の実践力のみなら
ず、学校全体として取り組んだり、支援体制
を整えたりする組織マネジメントの重要性
が示唆された。 
 地域の社会人や専門家など学校外の人材
を活用してワークショップ型授業を行う場
合、学校内外の連携が必須となる。継続的に
外部の専門家を招きワークショップ型の実
践を行っている教員と専門家にインタビュ
ーを行い、どのように実践を意味づけること
により、両者の協働が可能となっているのか
を分析した。教師の語りと専門家の語りは一
部重なっており、両者にとって利用可能な言
説があることが明らかになった。教師の言説
と専門家の言説は互いに部分的につながる
ことで、全体として協働を可能にする言説空
間を構成していた。 
 学校内外の連携では、学校の個別の要望を
聞いたうえで外部人材とのマッチングを行
うコーディネーターが大きな役割を果たし
ている。コーディネーターへのインタビュー
から、コーディネーターが自身の立場をどの
ように認識し、学校と外部人材の間をつなご
うとしているのかについて分析した。コーデ
ィネーターは、学校の要望を聞いて活動を支
援するだけでなく、外部人材の状況や願いを
理解した上で学校に働きかける積極的な調
整を行っていることが明らかになった。 
 
(2)教員養成教育における体験型プログラム
のカリキュラムデザイン 
 ワークショップ型授業を実践するために
必要な力を身に付けるには、講義で知識を得
るだけでなく、体験を通して学ぶことが有効
だと考えられる。教員養成教育で実施されて
いる体験型プログラムにおいて、学生がどの
ように学んでいるのかを分析した。体験型プ

ログラムにおける学生の学びは一人一人大
きく異なるため、実践的指導力を向上させる
にはリフレクションが不可欠であり、プログ
ラムの中に効果的に組み込む必要があるこ
とが示唆された。 
 
(3) 教員養成系大学での芸術家との協働に
よるワークショップ型授業における学習過
程 
 教員養成系大学の 1年生を対象として、芸
術家との協働によるワークショップ型授業
（全 15 回）を計画、実施した。授業では、
外部講師を招き多様な表現を経験したり、ク
ラス単位で身体を用いた表現作品を作って
発表したりする活動を行った。最終回の授業
では、授業全体の振り返りのため、学生がペ
アになって、授業で考えたことや感じたこと
を質問しあい、インタビューの相手が何を学
んだのかを文章にまとめる活動を行った。相
互インタビューの報告書（149 名分）の記述
内容について、受講生の表現観（コミュニケ
ーション観）と学びとの関連に焦点を当てて
分析を行った。学生の記述からは、表現につ
いて語る際に用いられる2つの対立する解釈
レパートリーが見出された。一つは、発信者
が伝えたい内容を適切な方法によって伝え
ることが表現であり、技術を身につけた人が
行う特別な行為とみなす「導管モデル」であ
る。もう一つは、発信者だけでなく受け取る
人がいるから表現が成立するのであり、あら
ゆる行動が表現になりうるし、多様な方法で
表現することが可能であると考える「意味生
成モデル」である。解釈レパートリーによっ
て、教師のコミュニケーションのあり方や授
業への参加の仕方に関して特定の立場が構
成されることが示された。 
 
(4) ワークショップ型授業の実践力育成プ
ログラムの開発 
 教員を目指す学生（学部2年生）を対象に、
ワークショップに対する関心を高め、ワーク
ショップの学びについて理解を深めること
を目的とした入門レベルのプログラムを計
画し、実施した。プログラム内容は、①イン
プロゲームによるアイスブレイク、②ワーク
ショップに関する講義、③グループワーク
「ワークショップ型授業を考えよう」、④発
表、⑤振り返りから構成され、所要時間は 90
分であった。講義部分ではワークショップの
定義、広がり、学びの特徴を教員が説明した。
その後、2 グループに分かれ、小学校の授業
を想定してワークショップ型授業のプラン
を作成した。プログラムの前後での学生の変
化を把握するため、講義の前と振り返りのタ
イミングで、ワークシートに記入する時間を
設けた。記述内容の分析から、プログラムを
通して、ワークショップに対する関心が高ま
り、学校教育でも児童生徒の学びを促すため
に活用できると考えていることが明らかに
なった。 



 また、ワークショップの手法を取り入れ、
現職教員が自身の教育実践の根底にある価
値観、強みや課題に気付き、これからの取り
組みを明確にすることを目的とした、半日の
プログラムを試行した。参加者によって振り
返りの深さにばらつきがあり、振り返りを促
す方法に大きな課題が残った。 
 さらに、現職教員を対象として、ワークシ
ョップにおける学びについて理解するとと
もに、学びのプロセスを支援することを目的
としたプログラムを計画中である。プログラ
ム内容は、①ワークショップにおける学習の
理論、②ワークショップ体験とリフレクショ
ン、③ワークショップのプログラムデザイン
と評価、④ワークショップのファシリテーシ
ョンから構成され、受講者が実際にワークシ
ョップを企画する。平成 28 年度中にプログ
ラムを実施し、成果と課題について分析を行
う予定である。 
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